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令和８年（2026 年）3 月 20 日より 5 月 24 日まで国立公文書館で開催された、昭和 100 年記念特別展「昭和の

日本人とフロンティア」。その期間中に実施した２回のスペシャルトークセッションの模様を一部編集してお届

けします。 

 

第一回目は「第一人者が語る“昭和・宇宙開発秘話”」というテーマで、JAXA 名誉教授の的川 泰宣（まとがわ・

やすのり）さんと、同じく JAXA 名誉教授で宇宙旅客輸送推進協議会代表理事も務める稲谷 芳文（いなたに・よ

しふみ）さんに登壇頂きました。司会を務めるのは映画業界を経てフリーランスのテレビディレクターとして多

数の NHK 番組の演出を手がける安本浩二（やすもと・こうじ）さんです。 
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安本・今回司会を担当します、フリーディレクターの安本と申します。もともと映画の世界で仕事をしておりま

したが、今は NHK で主にドキュメンタリー番組を担当させていただいています。今日は日本の宇宙開発が昭和

の時代にどのように始り、発展していったのか、そしてそれが現在とどうつながっていて、今後どうなるのかと

いったところも含めて、的川先生と稲谷先生にお話を伺っていきたいと思っています。 

まずすべての始まり、糸川博士とペンシルロケット実験当時の状況についてお伺いしたいのですが、この辺の

お話いただけるのはやっぱり的川先生でしょうか？ 

 

的川・ペンシルロケットは 1955 年に国分寺で打たれたものなんですね。当時私

は中学校 1 年生でした。田舎にいたので空気感はよくわかりませんけれども、

私の家で晩御飯の時に兄貴と親父が新聞に載ったペンシルロケットの記事の話

をしていました。私は中学 1 年生にもなって、ロケットというものを全然知ら

なかったんです。ロケットって何？て聞いたら、料理していたおふくろが振り向

いて「首飾りだよ」と言っていたのを覚えていて、兄貴が違うよ、お尻から火を

吹いて飛んでいくものだというので、へえ〜ってびっくりしたのを覚えてます。

その時は日本もロケットをやるようになったかという感じと、これから日本が

なんとなく発展していきそうな期待を込めたような、何かそんな雰囲気が感じ

られたので、おそらく全国的にそういう感じだったんじゃないのかなと思ってますけどね。 

ペンシルロケットがどうして水平に打たれたかというと、糸川先生がペンシルの設計を完了して、これで打ち

上げるぞって時に弟子たちから、今の日本はロケットが飛んだ時にそれの位置と速度を測るための良いレーダー

がなく、ロケットを上に向かって打っても何の意味もないから、まずレーダーを開発しましょうと言ったら、糸

川先生は非常に不満そうな顔をして部屋を出ていったんだそうです。その時、10 人程いた糸川研究室の職員は、

きっと明日になると変なことを言い始めるぞ、なんて言ってたそうですけど、案の定糸川先生が「ねえみんな、

ロケットというのは水平に打ってはいけないのかな」って言ったそうです（笑）。 

それからお弟子さんたちの格闘が始まったわけですね。で、スクリーンを 2 メートル間隔に配置して、バンバ

ン、バーンと順番に破っていく方法をお弟子さんたちが考えたんですけど、そういう形で水平飛行することにな

ったわけですね。そういう感じが多いですよ、糸川先生は。ものすごくいいアイデアを出すんだけど、細かいこ

とは「あなたたちやりなさい」、というわけですね。 

 

安本・糸川さんとの最初の出会いは？ 

 

的川・六本木の東大生産技術研究所にあった糸川先生の研究室に入れてくださいと直接言いに行ったんです。研

究所で厳しい質問をされるかなと思っていたら、はい、じゃあいいよとか言っていたのでびっくりしました。糸

川先生からは「ただ私は忙しいのであまり面倒見ないからね」と最初から宣言されまして、事実、2 年間先生の

部屋にいたのですが、勉強の面で指導されたことは一度もないですね。そういう忙しい方でした。その代わり、

大学院生にいい人たちがいっぱいいるからって言って、その日のうちに案内されて、錚々たる人たちに会わせて

いただいて、彼らから指導を受けました。 

戦後の宇宙開発と糸川英夫博士 

終戦後、航空機開発を禁じられていた状態からスタートした宇宙開発。その始まりは糸川英夫博士が行った小さ

な“ペンシル・ロケット”発射実験だった。糸川博士の人となりを知る的川さんに、当時の印象を聞く。 
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糸川先生から直接教わったことはほとんどないけど、忙しく走り回って、公での発言が新聞にもずいぶん出る

ので、背中を見ながら勉強したという感じでしょうか。やっぱり影響を受けた方としては、大変私の中では大き

な存在だったと思いますね。 

糸川先生の話では、63 歳になってバレエを始めたというのが大変有名ですが（笑）、バレエって聞いた時にバレ

ーボールだと思って、それは体にいいねと言っていたら、実は踊るバレエだったっていうので、みんなお弟子さ

んたちは「やめた方がいいんじゃないか」という話だったんですが、そういう奇想天外な発想がある人ですかね。 

 

 

 

 

 

 

 

安本・次に、日本初の人工衛星である「おおすみ」について伺います。的川先生はこの時から実際にプロジェク

トに関わってらっしゃったんですよね？ 

 

的川・人工衛星を打ち上げるというので、大学院に入った次の年からチームに入ったんですね。当時は職員の中

に電子計算機、コンピューターを使える人があまりいなくて、軌道計算なんかは大学院生が実質上の戦力でした。

おおすみを打ち上げたのは、鹿児島の大隅半島の内之浦、当時「陸の孤島」って言われた場所なんですが、大学

院に入った年からそこに出張していました。糸川先生と一緒だった秋葉先生なんかは、それまで何百機もロケッ

トを打ち上げているので、人工衛星にするなんていうのはその延長線上ですぐできると思っていたらしいんです

けども、それがなかなかうまくいかなくて、1956 年から始まったのに、1970 年にやっと成功したんですね。 

特徴としては、要するに制御というものをほとんどしないんですよ。糸川先生としては、制御するとミサイルを

作らないといけないからそれはやめたっていうんで…本当は負け惜しみで、制御したかったに違いないんですけ

ど（笑）。最後の人工衛星を打ち出す時に、制御を一回やるというだけで、あとは 1 段目も 2 段目も 3 段目もそ

のままずっと風まかせで、これがなかなか大変だったんですよね。当時打ち上げたのはラムダ 4S というロケッ

トですが、これは当時、世界最小の人工衛星打ち上げ用ロケットというので、いろんな新聞にも載ったのを覚え

ていますね。 

 

安本・「おおすみ」というのはどのくらいの大きさのものだったのですか？ 

 

的川・まあ、こんな（両手を開いて）ですから、考えてみると、大学院の 5 年間、24kg の衛星を打ち上げるため

に働いていたのかと思うと、バカバカしくなりますよね（笑） 

 

安本・いや、そこは日本初ですから！ 

アジアの人工衛星の１番のりとして成功した「おおすみ」で、日本の宇宙開発のレベルが一つ上に上がったのだ

思いますが、その後の展開は？ 

 

的川・ハレー彗星がやってきた 1985 年から 6 年にかけて、ハレー彗星の探査をやろうと提示されました。人類

がロケットで観測する時代に、初めてハレー彗星が来たんですね。日本と当時のソ連とアメリカとヨーロッパと

4 局で探査をやって、それで日本はちょっと背伸びをしたような形で、国際協力の輪の中に無理やり入ったとい

日本初の人工衛星「おおすみ」とハレー艦隊 

的川さんの宇宙プロジェクトデビューは、アジア初の人工衛星となった「おおすみ」だった。一方、稲谷さんの

キャリアは日本が宇宙開発で本格的に国際参加を行った「ハレー彗星」観測プロジェクトから始まる。 
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う感じでした。宇宙開発で日本が世界の舞台に立った契機になったのはハレー彗星の探査だろうと思いますね。 

 

稲谷・私も大学院に入る時に宇宙研の研究室を選べるという話になり、的川さんの近くで勉強することになりま

した。ハレー彗星探査計画というのは、我々の年代が学生の頃にちょうど動き出していて、ロケットのここをこ

うしたらどうなるとかあそこはどうかなどと計算しろって、学生に言うわけですよ。どうやってやるんですか？

って聞くと「自分で考えろ」って（笑）。ある意味鍛えられたともいえますし、「これでホントに大丈夫かな」と

いう感じで始まりました（笑）。新しいミューロケットの打ち上げ能力はその前の型の倍以上になっていて、その

ためには重量を可能な限り下げろとか、推進性能をコンマ何パーセントで推定しろとかね、それまで日本では地

球周りの衛星を上げていましたが、地球から脱出して、ハレー彗星とエンカウンターするという、日本としては

全く初めてのことだったので、新しいことがいろいろありました。 

私が宇宙研にきた時はもう糸川先生はおられなくて、私自身は糸川先生とは直接会ったことも薫陶を受けたこ

ともありません。そのころは既に的川さんたちのような糸川後の世代の先生方に継がれていて、そういう人たち

の背中を見たり、直接指導してもらいました。 

 

的川・私は彼が大学院に入った時のことを覚えているんですけど、彼と、それからはやぶさのプロジェクトマネ

ージャーやった川口淳一郎君や宇宙飛行士になった土井隆雄くんなど、後に大活躍した人たちが揃っていて。い

やぁ立派な奴らが入ってきたなという印象をよく覚えてますね。 

 

 

 

 

 

 

 

安本・さまざまなプロジェクトが雑談から始まったと聞いたのですが、どんな感じだったのでしょう？ 

 

稲谷・内之浦でのロケットの打ち上げ準備というのは、大体 9 割ぐらいが待ち時間です。そこで何をするかとい

うと、まずは、バカ話をするわけです。大部分は本当のバカ話ですが、そのうちの少しは、例えば金星に気球を

浮かべるにはどうしたらよいか？とか，火星でヒコーキを飛ばすとどうやるか？などと偉い先生から次々注文が

出て、さてどうやって計算するかとか、次のミッションを、ああやったらどうなる、こうやったらああなるみた

いなことを議論したりでした。学生や就職したてくらいの時にはそれはそれで鍛えられたという記憶ですね。そ

んな中からじゃ次はあれで行こうかね、とかいうような感じで，ロケットを打ち上げて帰る時には次のミッショ

ンが決まっていくという感じでしたかね…まあ全てがそうではありませんが。 

一方、今のロケットの打ち上げオペレーションがどうなっているかというと、全員がロケットを打ち上げに内

之浦に行く、というのはなくなってきていて、インターネットやメイルやの世界が始まって、ウェブ会議なども

できるようになって、現場に全員がいなくても良い。東京から打ち上げ管制をやるということが行われるので、

それはそれで進歩の結果ではあるのですが、合宿的な雰囲気は年々歳々なくなりつつあります…当時はまだ、偉

い人もそうでない人も、ロケットも衛星もみんなで同じ釜の飯を一緒に食い、大体はイタズラをしたりバカ話を

して、たまには次のことを考えるというような、そういう雰囲気でした。 

プロジェクトはバカ話から生まれる 

史上初、小惑星からのサンプルリターンを成し遂げ、数度に渡って映画化もされた「はやぶさ」プロジェクトに

参加していた的川さんと稲谷さん。今、知られざるエピソードが語られる… 
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的川・みんなロケットの打ち上げで、内之浦とか、今種子島とか行くと、行くと 2 週間とか 1 ヶ月とかっていう

長い間一緒に生活しているわけですよ。それはチームの一体感という意味では非常に大事だったんだなと、今さ

らながら思いますね。議論の中で非常に印象的なのは「はやぶさ」の例ですけど、宇宙研は半分が工学系、理学

系の研究者ですから、理学の連中で太陽系の始まりを研究しているやつがいると、工学の連中が冷やかすわけで

すよ。太陽系の研究たって、恐竜みたいに化石があるわけじゃないし、どうや

って研究するんだと言ったら、理学の連中は火星と木星の間に小惑星という、

太陽系の始まりの頃にできたものがずーっと太陽の周りを回り続けていて、そ

こからサンプルを採ってきたら、徹底的に調べられるって言ったら、工学の連

中が、そんなものは取ってくればいいじゃないかと。理学の連中は、その取っ

てくる行為そのものには、あまり関心がないんです。持ってくれば、顕微鏡そ

の他使って自分は調べるけど、取ってくるってどうしたらいいか分からない。

工学の連中は逆で、石に何の興味もないんですよね。取ってくるといった、冒

険じみたものが好きなので。そのうち、力を合わせたらいいミッションができ

るんじゃないかと盛り上がって、1985 年だったかな、小惑星のサンプルリター

ン研究会できたんですけど、素晴らしいアイディアだったと思いますよね。 

                           

安本・まさにこの資料のことですよね、イラストもかなり自由な感じですね。  

       

的川・飲みながら出たアイデアとは思えないですよね（笑）。 

 

稲谷・はやぶさの面白い話していいですか？ 僕らは打ち上げ前に内之浦でロケットと、サンプルリターン用の

カプセルの準備をやっていました。打ち上げ前半月くらいでしたかね、最終組み立て段階でカプセルの中のサン

プルを入れる小さなコンテナを組んでいる時に、さあてどうせこれ、なんかあったら帰って来れないだろうかね、

と。ここに誰かの鼻クソを入れておいたらどうなるかなと（笑）。もし万一帰ってきたら、生命の痕跡発見、とな

るだろうかな・・とか、そんなノリで準備していました。 

 

安本・入れてないですよね？ 

 

稲谷・さすがに入れてないです（笑）。ただ代わりに、もしカプセルが地球に帰った時に行方不明になって誰かが

拾ったらどうなるか，という話になり、住所と電話番号を書いた紙をその辺のコピー用紙にプリントしてカプセ

ルの中に貼り付けました。そのついでにカプセルチームメンバーの名前を書いた紙も貼り付けておいたんです。

そしたら私達の名前を書いたまま小惑星を往復して帰ってきちゃって、バレちゃいました。そのカプセルは、上

野の科学博物館に実物が展示されていますので、もし興味がある方はそれが嘘かほんとか見てくれたらと思いま

す。 

提供：JAXA 
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安本・まさに秘話ですね（笑）。 

 

 

 

 

 

 

 

安本・稲谷先生は宇宙旅客輸送推進協議会の理事をされていますけども、やっぱり私なんかはすごく宇宙が好き

で、いつかは宇宙に行ってみたいと夢見ています。80 年代ぐらいから宇宙が身近になってきたと言われ続けて、

ずっと期待をしているのですが、今後の見通しはどうなのでしょうか？ 

 

稲谷・スペースシャトルが飛んだ後、次にもっといいものを作りましょうという時代が 1980 から 90 年代にあ

りました。結果的にはシャトルの事故や世界中が景気後退みたいな流れになってしまって、途絶えかけたところ

に SPACEX などのアメリカの民間が肩代わりしてやるという流れになりました。 

我々が仕事としてやってきた宇宙開発は国の税金を使ってやるというもので、2000 年くらいまではそういうこ

とが当然の時代で、民間が宇宙をやるというのは、一部の商業通信衛星などというのはありましたけど、ロケッ

トそのものは全て国の機関がやってました。現在は日本でも民間の宇宙開発が活発になって国が支援するという

時代になってきているので、我々が昔やっていたようなことは民間にステージを移して元気の良い人たちが宇宙

との往復や有人飛行などレベルの高いことをやればよいと思います。 

それも元をたどれば、糸川先生はペンシルをやったのは実は日米間を 1 時間で飛行するロケットをイメージし

ていて、そういう未来のビジョンに結果としてはつながってきているのかなと思います。未来志向でのびのび元

気よくやるという場がどこかにないと、停滞しちゃったり、閉塞感が漂ってしまうので、新しい場で新しい環境

を作って、民間の人たちも含めて若い人が自由に頑張るような世界ができたらとてもいいなと思います。 

 

的川・1957 年のスプートニクから始まり、私なんかが過ごした半世紀ぐらいの時代は、宇宙に出かけていくと

いうことの可能性を探った時代だと思っていて、それのピークにはアポロ計画があったんだと思うんですね。国

際宇宙ステーションというのは、成功したけれども、それはどっちかというとアポロ時代のベースの上に築いた

ようなもので、第 1 期の宇宙時代の最後を飾るようなプロジェクトだったと思うんです。第 2 期というのは、宇

宙飛行士というような代表選手ではなく、あらゆる人が誰でも宇宙に行ける可能性を探るという時代ではないか

と。今は誰でも飛行機に乗れる時代になりましたけど、宇宙がそうなって初めて本当の宇宙時代になると思いま

す。宇宙輸送の技術が本格的に全人類で始まらないと、新しい時代は来ないのかなという感じがしているんです

ね。どうやってこれからやっていくのかというのは、それをみんなの頭で考えていくということなんでしょうか

らね。 

 

稲谷・昭和が終わり、２１世紀になったら誰でも宇宙に行けるようになって、もっと世の中が良くなりますよと、

みんなが、明るい未来を一所懸命考えていました。 

ところが 21 世紀を 4 分の１が過ぎた今、さて世の中はよくなったのかというと、情報を伝える技術が進んだせ

いか、いろいろ複雑なことばかり起きたり、パワーにモノを言わせたり、となって 21 世紀の世界ってなんだか

そういう不安定かつ複雑な世界になってしまった、とも言えるかと思います。 

まとめ…私たちが宇宙に行けるのはいつ？ 

宇宙開発が飛躍的に発展を遂げた２０世紀後半。しかしその後、当時予想されたような「宇宙時代」は到来しな

かった。私たちが手軽に宇宙に行ける時代はやってくるのだろうか？ 
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 私の世代や同僚にはアポロの月着陸にインスパイアされてこの道に来た人が、結構います。若いときに、へぇ

ー、こんなことできるんだ、みたいな刺激を受けて、それをきっかけに、勉強しようとか、この道に進もうとか、

です。いま我々はそういうエポックメイキングな出来事を起こせているでしょうか？あるいは若い人を惹きつけ

たり、インスパイアさせるようなことをやっているでしょうか、という反省です。ロケット開発が始まってから

昭和の時代を経て 70 年以上経つが、普通のロケットをただ飛ばしているのではなく、なにか違うことを起こし

て、その次の世代が刺激を受けるとか、インスパイアされるとか、若い人たちにそういう環境を作ることができ

ればとてもいいなと思います。 

 

的川・おそらく糸川先生が一番望んでいたのは、宇宙飛行士のような限られた代表選手だけが楽しい思いをする

のではなくて、もう本当にジャンボジェットみたいなものがガーンと誰でもみんなを乗せて宇宙に飛んでいるっ

ていうような時代で、それが本当の宇宙時代だろうということでしょう。世界中が今、軍事技術にものすごいお

金をかけていて、ほとんど我々が見るロケットの打ち上げシーンというのはミサイルですよね。ロケットをやっ

てきた人間としては非常に忸怩たるものがあります。一人一人の平和を望む心というのと、宇宙を目指す心とい

うのは、おそらく一線につながっていくと思うんですが、そういう環境を我々はどうやって作っていくのかとい

うことなんだろうと思います。まだもう少し時間がかかるでしょうかね。 

 

安本・貴重なお話をありがとうございました。 

ちなみに、お二人一緒に登壇されることって今まではあったんでしょうか。 

 

的川・ないよね？ 

 

稲谷・こういうセットで話をするというのは初めて。 

 

的川・一緒に焼酎を飲んだ事はいくらでもありますけど（笑） 

 

安本・ということは極めて貴重な時間だったのですね…名残惜しいですがこれにてトークセッションを終了させ

ていただきます。皆さんありがとうございました！ 

 

 

 

 

安本浩二さん（左）、的川泰宣さん（中）、稲谷芳文さん（右） 

当時を振り返る雑談の雰囲気でトークショーは和やかに進められた 


